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要 約 

 
カーバメイト系殺虫剤「アルドキシカルブ」（CAS No.1646-88-4）について、

各種資料（JMPR 及び豪州）を用いて食品健康影響評価を実施した。  
 評価に供した試験成績は、動物体内運命（ラット、イヌ及び乳牛）、土壌中

運命、水中運命、急性毒性（ラット及びウサギ）、亜急性毒性（ラット及びイ

ヌ）、慢性毒性（ラット及びイヌ）、発がん性（マウス）、3 世代繁殖（ラット）、

発生毒性（ラット）、遺伝毒性試験等である。  
試験結果から、アルドキシカルブ投与による影響は主に赤血球 ChE 活性阻

害であった。発がん性、繁殖能に対する影響、催奇形性（ラット）及び遺伝毒

性は認められなかった。  
各試験で得られた無毒性量の最小値は、イヌを用いた 1 年間慢性毒性試験

の 0.11 mg/kg 体重 /日であったので、これを根拠として、安全係数 300 で除し

た 0.00036 mg/kg 体重 /日を一日摂取許容量（ADI）と設定した。  
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Ⅰ．評価対象農薬の概要 

１．用途 

殺虫剤  
 
２．有効成分の一般名 

和名：アルドキシカルブ  
英名：aldoxycarb（ISO 名）  

 
３．化学名 

    IUPAC 
和名：2-メチル-2-メチルスルホニルプロピオンアルデヒド  O-メチル  

カルバモイルオキシム  
英名：2-methyl-2-methylsulfonylpropionaldehyde O-methyl- 

carbamoyloxime 
CAS（No. 1646-88-4）  

和名：2-メチル-2-(メチルスルホニル)プロパナル O-[(メチルアミノ) 
カルボニル]オキシム  

英名：2-methyl-2-(methylsulfonyl)propanal O-[(methylamino) 
carbonyl]oxime 

 
４．分子式 

   C7H14N2O4S 
 

５．分子量 
   222.3 

６．構造式  

 

 

７．開発の経緯 

  アルドキシカルブは、ユニオン・カーバイド社（現  バイエルクロップサ

イエンス社）により開発された、コリンエステラーゼ（ChE）活性阻害作用

を有するカーバメイト系殺虫剤である。浸透移行性殺虫剤で、植物の根から

吸収される。  
国内での登録はなく、ポジティブリスト制度導入に伴う暫定基準値が設定

されている。  



7 

Ⅱ．安全性に係る試験の概要 

  JMPR 資料（1992 年）及び豪州資料（2001 年）を基に、毒性に関する主

な科学的知見を整理した。（参照 2～5） 

 

各種運命試験[Ⅱ.1～4]は、アルドキシカルブの S-メチル基の炭素を 14C
で標識したもの（14C-アルドキシカルブ）を用いて実施された。放射能濃度

及び代謝物濃度は、特に断りがない場合はアルドキシカルブに換算した。代

謝物 /分解物略称及び検査値等略称は別紙 1 及び 2 に示されている。  
 
１．動物体内運命試験 

（１）ラット① 

Wistar ラット（雄 8 匹）に、14C-アルドキシカルブを単回経口投与（ア

ルドキシカルブ 0.07～0.08 mg をポリエチレングリコール 500 mg に溶

解）して、動物体内運命試験が実施された。 

投与後 7 日間における平均排泄量は、尿中（ケージ洗浄液を含む）で

総投与放射能（TAR）の 84%、糞中で 2%TAR、呼気（CO2）中で 0.6%TAR
であった。投与放射能の大部分（67～87%TAR）が投与日に排泄され、投

与 2 日後の排泄量は 2%TAR 未満であった。（参照 3）  
 

（２）ラット② 

SD ラット（雌 2 匹）に、14C-アルドキシカルブを 4 mg/kg 体重の用量

で単回経口投与して、動物体内運命試験が実施された。  
投与後 11 日における排泄量は、尿中（ケージ洗浄液を含む）で 90%TAR、

糞中で 5%TAR であった。排泄は速やかで、投与後 12 時間で 50%TAR、

投与後 24 時間で 70%TAR が尿及び糞中に排泄された。  
投与 11 日後における組織中放射能濃度は、肺（0.023 μg/g）、腎臓（0.022 

μg/g）、心臓（0.017 μg/g）及び肝臓（0.012 μg/g）で高かった。  
尿試料では、投与後 4 時間における回収放射能の 80%が親化合物であ

った。投与後 48 時間においても主要成分は親化合物（25%）であった。

その他に、投与後 4～48 時間において代謝物 D（0.9～2.3%）、E（0.3～
2.3%）、F（0.2～14.4%）、G（0.2～1%）及び抱合体（3.5～39.6%）が検

出された。（参照 3）  
 

（３）イヌ 

ビーグル犬（雌 3 匹）に、1 mg/kg 体重 /日の用量で非標識のアルドキ

シカルブを 20 日間、投与 21 日に 14C-アルドキシカルブを、その後は 10
日間、非標識のアルドキシカルブを混餌投与して動物体内運命試験が実施

された。  
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投与後 7 日間の尿中で 71.4～79.4%TAR が回収され、その大部分（68
～96%）が投与初日に排泄された。尿中の主要成分は親化合物（回収放射

能の 21.7%）及び代謝物 C/D（8.5%）であった。（参照 3）  
 

（４）アルドキシカルブ及びアルジカルブスルホキシドの混合物（乳牛） 

ホルスタイン種の泌乳牛（2 頭）に、アルドキシカルブ及びアルジカル

ブスルホキシド（代謝物 B）の等量混合物を 1、3 または 5 ppm の用量で

混餌投与（1 ppm を 10 日間、次いで 3 ppm を 9 日間、その後は 5 ppm
を 13 または 27 日間）して、動物体内運命試験が実施された。  

1 ppm 投与時には乳汁に親化合物は検出されなかった。3 または 5 ppm
投与時には、乳汁中の親化合物の平均濃度はそれぞれ 0.0036 または 0.006 
μg/g であった。肝臓中の親化合物の濃度は、検出限界未満（<0.01 μg/g）
であった。（参照 3）  

 

２．植物体内運命試験 

植物体内運命試験については、参照した資料に記載がなかった。  
 
３．土壌中運命試験 

（１）好気的土壌中運命試験 

6 種類のオランダ土壌にアルドキシカルブを 4 mg/kg の用量で処理し、

15℃で最長 294 日インキュベートして、好気的土壌中運命試験が実施さ

れた。  
各土壌における推定半減期は表 1 に示されている。（参照 4）  

 

表 1 各土壌における推定半減期 

土壌 埴壌土 砂壌土 温室土壌 泥炭砂土
シルト質層 

(70~90cm) 
砂質層 

（90~110cm）

pH 7.2 7.4 6.0 5.4 7.8 5.0 
推定半減期（日） 18~24 39 36~69 154 46 >294 

 

（２）好気的及び嫌気的土壌中運命試験 

3 種類のオランダ土壌にアルドキシカルブを処理し、10℃の暗条件下で

最長 299 日間インキュベートして、好気的及び嫌気的土壌中運命試験が

実施された。  
各土壌における推定半減期は表 2 に示されている。（参照 4）  
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表 2 各土壌における推定半減期 

土壌 砂土（pH 7.5） 壌質砂土（pH 7.5） 細粒砂土（pH 4.5）

条件  嫌気的  好気的  好気的

滅菌  嫌気的
嫌気的

滅菌  好気的  好気的  嫌気的

推定半減期（日） 5.6 82 297 5.1~11 ~18 116 1,100 131 

 

（３）土壌吸着試験 

4 種類の土壌（シルト質埴壌土、砂壌土、シルト質壌土及び壌質砂土）

及び底質を用いて土壌吸着試験が実施された。  
Freundlich の吸着係数 Kads は 1 以上（平均 1.11）、有機炭素含有率に

より補正した吸着係数 Koc は 11～32 であった。（参照 4）  
 
４．水中運命試験 

（１）加水分解試験 

25℃、pH 9 の滅菌した緩衝液中における推定半減期は 0.9 日、45℃、

pH 6 では 4～30 日であった。（参照 4）  
 

（２）水中光分解試験 

紫外線（波長：290 nm）を照射した水溶液中におけるアルドキシカル

ブの推定半減期は 36～38 日であった。（参照 4）  
 

５．土壌残留試験 

土壌残留試験については、参照した資料に記載がなかった。 

 

６．作物残留試験 

国内において作物残留試験は実施されていない。 

 

７．一般薬理試験 

一般薬理試験については、参照した資料に記載がなかった。 

 
８．急性毒性試験 

（１）急性毒性試験 

アルドキシカルブのラット及びウサギを用いた急性毒性試験が実施さ

れた。結果は表 3 に示されている。（参照 3）  
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表 3 急性毒性試験概要  

投与経路  動物種  性別  LD50 
(mg/kg 体重 ) 

Wistar ラット  雄  25~37.8 
経口  

ラット（系統不明）  雄  20~24.6 
経皮  ウサギ（系統不明）  雄  >20 

腹腔内  ウサギ（系統不明）  雄  21.2 
静脈内  ウサギ（系統不明）  雄  14.9 

 
（２）急性遅発性神経毒性試験（ニワトリ） 

白色レグホン種ニワトリ（雌 40 羽）を用いた強制経口（250 mg/kg 体

重）投与による急性遅発性神経毒性試験が実施された。  
神経毒性症状は認められなかったため、組織学的検査は実施されなかっ

た。本試験において、遅発性神経毒性症状は認められなかった。（参照 2） 
 
９．眼・皮膚に対する刺激性及び皮膚感作性試験 

眼・皮膚に対する刺激性及び皮膚感作性試験については、参照した資料に

記載がなかった。 

 
１０．亜急性毒性試験 

（１）90 日間亜急性毒性試験（ラット） 

ラット（系統不明、一群雌雄各 5 匹）を用いた混餌（0、0.2、0.6、1.2、
1.8、5.4 及び 16.2 mg/kg 体重 /日）投与による 90 日間亜急性毒性試験が

実施された。各用量につき二群設定し、一群については、と殺 24 時間前

に被験物質の投与を停止し、基礎飼料が給与された。  
各投与群で認められた毒性所見は表 4 に示されている。  
1.8 mg/kg 体重 /日投与群の雌で、統計学的に有意な脳 ChE 活性阻害が

認められたが、その阻害率は対照群の値の 20%未満であった。  
本試験において、5.4 mg/kg 体重 /日以上投与群の雌雄で赤血球 ChE 活

性阻害（20%以上）が認められたので、無毒性量は雌雄とも 1.8 mg/kg 体

重 /日であると考えられた。と殺 24 時間前に被験物質の投与を停止したラ

ットでは、ChE 活性阻害は認められなかった。（参照 2、3）  
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表 4 90 日間亜急性毒性試験（ラット）で認められた毒性所見 
投与群  雄  雌  

16.2 mg/kg 体重 /日 ・脳 ChE 活性阻害（20%以上）  
5.4 mg/kg 体重 /日  
以上  

・赤血球 ChE 活性阻害  
（20%以上）  

・赤血球及び脳 ChE 活性阻害  
（20%以上）  

1.8 mg/kg 体重 /日  
以下  

毒性所見なし  毒性所見なし  

 

（２）90 日間亜急性毒性試験（イヌ） 

ビーグル犬（一群雌雄各 3 匹）を用いた混餌（0、0.2、0.6、1.8 及び

5.4 mg/kg 体重 /日）投与による 90 日間亜急性毒性試験が実施された。  
   5.4 mg/kg 体重 /日投与群で、血漿 ChE 活性が投与前の値に対して 28

～35%阻害されたが、赤血球及び脳 ChE 活性阻害はみられなかった。  
本試験において、いずれの投与群にも毒性所見は認められなかったの

で、無毒性量は雌雄とも本試験の最高用量 5.4 mg/kg 体重 /日であると考

えられた。（参照 2、3）  
 
１１．慢性毒性試験及び発がん性試験 

（１）6 カ月間慢性毒性試験（ラット） 

Wistar ラット（一群雌雄各 15 匹）を用いた混餌（0、0.2、0.6、1.8、
5.4 及び 16.2 mg/kg 体重 /日）投与による 6 カ月間慢性毒性試験が実施さ

れた。  
各投与群で認められた毒性所見は表 5 に示されている。  
本試験において、1.8 mg/kg 体重 /日以上投与群の雌雄で、赤血球 ChE

活性阻害（20%以上）が認められたので、無毒性量は雌雄とも 0.6 mg/kg
体重 /日であると考えられた。（参照 2、3）  

 

表 5 6 カ月間慢性毒性試験（ラット）で認められた毒性所見 

投与群  雄  雌  
5.4 mg/kg 体重 /日  
以上  

・脳 ChE 活性阻害（20%以上） ・脳 ChE 活性阻害（20%以上）

1.8 mg/kg 体重 /日  
以上  

・赤血球 ChE 活性阻害  
（20%以上）  

・赤血球 ChE 活性阻害  
（20%以上）  

0.6 mg/kg 体重 /日  
以下  

・毒性所見なし  毒性所見なし  

 

（２）2 年間慢性毒性試験（ラット） 

Greenacres-Flora ラット（一群雌雄各 20 匹、中間と殺群：一群雌雄各

16 匹）を用いた混餌（0、0.6 及び 2.4 mg/kg 体重 /日）投与による 2 年間

慢性毒性試験が実施された。 

いずれの投与群においても ChE 活性阻害はみられなかった。0.6 mg/kg
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体重 /日投与群の雄 1 例及び 2.4 mg/kg 体重 /日投与群の雄 2 例に肝細胞性

腫瘍が認められたが、統計学的有意差はみられなかった。  
本試験において、いずれの投与群にも毒性所見は認められなかったので、

無毒性量は雌雄とも本試験の最高用量 2.4 mg/kg 体重 /日であると考えら

れた。（参照 2、3） 

 

（３）1 年間慢性毒性試験（イヌ） 

ビーグル犬（一群雌雄各 6 匹）を用いた混餌（0、5、25 及び 100 ppm）

投与による 1 年間慢性毒性試験が実施された。 

各投与群で認められた毒性所見は表 6 に示されている。 

25 ppm 投与群の雌で、統計学的に有意な脳 ChE 活性阻害が認められ

たが、阻害率は対照群の値の 20%未満であった。 

本試験において、100 ppm 投与群の雄及び 25 ppm 以上投与群の雌で

赤血球 ChE 活性阻害（20%以上）等が認められたので、無毒性量は雄で

25 ppm（0.58 mg/kg 体重 /日）、雌で 5 ppm（0.11 mg/kg 体重 /日）であ

ると考えられた。（参照 2、3） 

 

表 6 1 年間慢性毒性試験（イヌ）で認められた毒性所見 

投与群  雄  雌  
100 ppm ・赤血球及び脳 ChE 活性阻害  

（20%以上）  
・上顎リンパ節：マクロファージ

色素沈着  
 

・甲状腺 /上皮小体絶対重量、比重量1

及び対脳重量比2減少  
・脳 ChE 活性阻害（20%以上）  
・上顎リンパ節：マクロファージ色

素沈着  
・副腎被膜下細胞過形成  

25 ppm 
以上  

・脾臓絶対重量、比重量及び対脳重

量比減少  
・赤血球 ChE 活性阻害（20%以上）

5 ppm 

25 ppm 以下  
毒性所見なし  

毒性所見なし  
 
（４）18 カ月間発がん性試験（マウス） 

ICR マウス（一群雌雄各 50 匹）を用いた混餌（0、0.15、0.6、2.4 及

び 9.6 mg/kg 体重 /日）投与による 18 カ月間発がん性試験が実施された。 

本試験において、腫瘍発生頻度に検体投与による影響は認められず、病

理学的変化も認められなかったので、無毒性量は雌雄とも本試験の最高用

量 9.6 mg/kg 体重 /日であると考えられた。（参照 2）  
 

                                                  
1 体重比重量を比重量という（以下、同じ）。  
2 脳重量に比した重量を対脳重量比という（以下、同じ）。  
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（５）アルドキシカルブ及びアルジカルブスルホキシドの混合物を用いた 2

年間慢性毒性試験（ラット） 

Greenacres-Flora ラット（一群雌雄各 20 匹、中間と殺群：一群雌雄各

16 匹）を用いた混餌［アルドキシカルブ及びアルジカルブスルホキシド

（代謝物 B）の等量混合物：0、0.6 及び 1.2 mg/kg 体重 /日］投与による

2 年間慢性毒性試験が実施された。 

0.6 mg/kg 体重 /日以上投与群の雄で、体重増加抑制及び血漿 ChE 活性

阻害（20%以上）が認められた。1.2 mg/kg 体重 /日投与群の雌 2 例に肝細

胞性腫瘍が認められたが、統計学的有意差はみられなかった。（参照 2、3） 
 

１２．生殖発生毒性試験 

（１）3 世代繁殖試験（ラット） 

ラット（系統不明、一群雄 10 匹、雌 20 匹）を用いた混餌（0、0.6、
2.4 及び 9.6 mg/kg 体重 /日）投与による 3 世代繁殖試験が実施された。  

本試験において、親動物では、9.6 mg/kg 体重 /日投与群の雄で体重増

加抑制が認められたが、児動物では毒性所見は認められなかったので、無

毒性量は、親動物の雄で 2.4 mg/kg 体重 /日、雌で本試験の最高用量 9.6 
mg/kg 体重 /日、児動物で本試験の最高用量 9.6 mg/kg 体重 /日であると考

えられた。繁殖能に対する影響は認められなかった。（参照 2）  
 
（２）発生毒性試験（ラット） 

ラット（系統及び匹数不明）の妊娠 0～20 日、妊娠 6～15 日または妊

娠 7～9 日に混餌（0、0.6、2.4 及び 9.6 mg/kg 体重 /日）投与して発生毒

性試験が実施された。  
本試験において催奇形性は認められなかった。（参照 2、3）  

 
１３．遺伝毒性試験  

アルドキシカルブの細菌を用いた復帰突然変異試験、チャイニーズハム

スター卵巣由来細胞（CHO）を用いた HGPRT 前進突然変異試験及び染

色体異常試験、ラット肝細胞を用いた不定期 DNA 合成（UDS）試験が実

施された。  
結果は表 7 に示されているとおりすべて陰性であった。（参照 2）  
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表 7 遺伝毒性試験概要  
試験  対象  処理濃度  結果  

復帰突然  
変異試験  

Salmonella typhimurium
（TA98、TA100、TA1535、

TA1537、TA1538 株）  

100~10,000 μg/ﾌﾟﾚｰﾄ 
陰性  

HGPRT 前進  
突然変異試験  

チャイニーズハムスター  
卵巣由来細胞（CHO）  

500~1,500 μg/mL 
陰性  

染色体異常試験
チャイニーズハムスター  
卵巣由来細胞（CHO）  

50~500 μg/mL 
陰性  

UDS 試験  ラット肝細胞  0.1~3,000 μg/mL 陰性  
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Ⅲ．食品健康影響評価 

参照に挙げた資料を用いて農薬「アルドキシカルブ」の食品健康影響評価

を実施した。  
動物に経口投与されたアルドキシカルブは、主として尿中に速やかに排

泄された。尿中の主要成分は親化合物であった。  
 各種毒性試験結果から、アルドキシカルブ投与による影響は主に赤血球

ChE 活性阻害であった。発がん性、繁殖能に対する影響、催奇形性（ラッ

ト）及び発がんメカニズムに関連する遺伝毒性は認められなかった。  
各種試験結果から、農産物中の暴露評価対象物質をアルドキシカルブ（親

化合物のみ）と設定した。  
各試験における無毒性量等は表 8 に示されている。  

 アルドキシカルブは、農薬「アルジカルブ」の代謝物の一つである。評価

に用いたアルドキシカルブに関するデータは限定的なものであった。特に、

ウサギを用いた発生毒性試験及び in vivo 遺伝毒性試験（小核試験）が実施

されていなかったが、アルジカルブを用いたウサギの発生毒性試験において

特に問題となる所見が無かった点、アルドキシカルブの in vitro における染

色体異常試験において陰性であったことを考慮すれば、追加の安全係数とし

て 3 を用いるのが妥当であると考えられた。  
したがって、食品安全委員会農薬専門調査会は、各試験で得られた無毒性

量の最小値がイヌを用いた 1 年間慢性毒性試験の 0.11 mg/kg 体重 /日であっ

たので、これを根拠として、安全係数 300（種差：10、個体差：10、デー

タの欠如による追加係数：3）で除した 0.00036 mg/kg 体重 /日を一日摂取

許容量（ADI）と設定した。  
 

ADI 0.00036 mg/kg 体重 /日  
（ADI 設定根拠資料） 慢性毒性試験  
（動物種）  イヌ  
（期間）  1 年間  
（投与方法）  混餌  
（無毒性量）  0.11 mg/kg 体重 /日  
（安全係数）  300 

 
暴露量については、当評価結果を踏まえて暫定基準値の見直しを行う際

に確認することとする。  
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表 8 各試験における無毒性量の比較 

無毒性量（mg/kg 体重 /日）１）  
動物種  試験  投与量  

（mg/kg 体重 /日）  食品安全委員会農薬専門調査会  
90 日間  
亜急性  

毒性試験  

0、0.2、0.6、1.2、1.8、5.4、16.2 雌雄：1.8 
 
雌雄：赤血球 ChE 活性阻害（20%以上）

6 カ月間  
慢性毒性  

試験  

0、0.2、0.6、1.8、5.4、16.2 雌雄：0.6 
 
雌雄：赤血球 ChE 活性阻害（20%以上）

2 年間  
慢性毒性

試験  

0、0.6、2.4 雌雄：2.4 
 
雌雄：毒性所見なし  

3 世代  
繁殖試験  

0、0.6、2.4、9.6 親動物  
雄：2.4 
雌：9.6 

児動物：9.6 
 
親動物  

雄：体重増加抑制  
雌：毒性所見なし  

児動物：毒性所見なし  
 
（繁殖能に対する影響は認められない）

ラット  

発生毒性  0、0.6、2.4、9.6  
（催奇形性は認められない）  

マウス  18 カ月間  
発がん性  

試験  

0、0.15、0.6、2.4、9.6 雌雄：9.6 
 
雌雄：毒性所見なし  
（発がん性は認められない）  

90 日間  
亜急性  

毒性試験  

0、0.2、0.6、1.8、5.4 雌雄：5.4 
 
雌雄：毒性所見なし  

0、5、25、100 ppm 

イヌ  

1 年間  
慢性毒性

試験  
雄：0、0.11、0.58、2.21 
雌：0、0.11、0.60、2.30 

雄：0.58 
雌：0.11 
 
雌雄：赤血球 ChE 活性阻害（20%以上）

等  

ADI 
NOAEL：0.11 
SF：300 
ADI：0.00036 

ADI 設定根拠資料  イヌ 1 年間慢性毒性試験  
NOAEL：無毒性量 SF：安全係数 ADI：一日摂取許容量  
1) ：無毒性量欄には、最小毒性量で認められた主な毒性所見を記した。  
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＜別紙 1：代謝物/分解物略称＞ 

記号  略称  化学名  

B Aldicarb sulfoxide 2-methyl-2-(methylsulfinyl)propionaldehyde 
O-(methylcarbamoyl)oxime 

C Aldicarb oxime sulfone 2-methyl-2-(methylsulfonyl)propionaldoxime

D Aldicarb sulfone nitrile 2-methyl-2-(methylsulfonyl)propionitrile 

E Aldicarb sulfone methylol 2-methyl-2-(methylsulfonyl)propionaldehyde 
O-(hydroxymethylcarbamoyl)oxime 

F Aldicarb sulfone alcohol 2-methyl-2-(methylsulfonyl)propanol 

G Aldicarb sulfone amide 2-methyl-2-(methylsulfonyl)propionamide 
 



18 

＜別紙 2：検査値等略称＞  
略称  名称  
ChE コリンエステラーゼ  
LD50 半数致死量  
TAR 総投与放射能  
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